
1 公表に向けた考え方

〇 真狩村教育委員会では、「真狩村立学校における働き方改革行動計画」において、

教職員の在校等時間から所定の勤務時間等を減じた時間（時間外在校等時間）を

１か月で４５時間以内、１年間で３６０時間以内とする目標を掲げています。

〇 真狩村立学校において、教職員の時間外在校等時間を定期的に公表し、働き方改

革に関する各般の取組み実績を全体で確認することにより、長時間勤務の縮減に

向けた実効性を確保します。

2 教職員の時間外在校等時間

真狩村立学校の教職員の時間外在校等時間

（令和４年度　第４四半期）

時間外在校等時間別人数

１５ 名 １ 名

（94%） （6%）

１１ 名 ３ 名

（79%） （21%）

１０ 名 １ 名

（91%） （9%）

１５ 名 １ 名

（94%） （6%）

８ 名 ６ 名

（57%） （43%）

６ 名 ５ 名

（55%） （45%）

１５ 名 １ 名

（94%） （6%）

８ 名 ６ 名

（57%） （43%）

７ 名 ４ 名

（64%） （36%）

区分 学校種 職員数
全職員

平均時間45時間以下 45時間超

令和５年
　１月分

小学校
（２校）

１６名 ９ 時間

中学校
（１校）

１４名 ３１ 時間

高校
（１校）

１１名 ２８ 時間

令和５年
　２月分

小学校
（２校）

１６名 １７ 時間

中学校
（１校）

１４名 ４２ 時間

高校
（１校）

１１名 ３９ 時間

令和５年
　３月分

小学校
（２校）

１６名 ２１ 時間

中学校
（１校）

１４名 ４７ 時間

高校
（１校）

１１名 ３９ 時間


